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平成１9年８月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 
    平成 19年 7月 20日 

会社名 株式会社アムスライフサイエンス （コード番号：2927ＪＡＳＤＡＱ）

（ＵＲＬ http://www.ams-life.com/ ）   

問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 淺 山 雄 彦 ＴＥＬ：（054）281―5238 

              責任者役職・氏名 取締役社長室長 白 鳥 弘 之 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
(内容) 
税金費用の計算において、年間予測税率として法定実効税率を用いる簡便な方法を採用してお
ります。 

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 

   連結（新規）１社 （除外）― 社 持分法（新規）― 社 （除外）― 社 
２．平成 19 年８月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18 年９月１日～平成 19 年５月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況                 （金額は百万円未満を切捨て） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19 年８月期第３四半期 4,662 14.9 420 9.1 630 61.3 365 63.7 

18 年８月期第３四半期 4,059 △8.0 385 △49.9 390 △45.9 223 △48.8 

(参考)18 年８月期 5,459  482  483  287  
 

 
１株当たり四半期

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期
（当期）純利益 

 円  銭 円  銭

19 年８月期第３四半期 304  85 273  70 

18 年８月期第３四半期 186  69 168  35 

(参考)18 年８月期 240  31 216  72 

（注）売上高､営業利益､経常利益､当期純利益におけるパーセント表示は､対前年同四半期増減率 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
当第３四半期（平成 18 年９月～平成 19 年５月）における我が国経済は、企業収益の改善、設備投資
の増加及び雇用情勢の改善など景気は回復傾向で推移いたしました。 
 
・ＯＥＭ部門 
ＯＥＭ部門においては、顧客ニーズを先取りした新製品の企画・開発力、健康補助食品ＧＭＰに沿っ
た製造・品質管理体制、多品種小ロットから大ロット、商品の企画設計から製造・品質保証までの一貫
体制が支持されました。特に、“食の安心・安全”の声が高まっているなか、健康補助食品ＧＭＰに沿
った製造･品質管理体制と短納期などが、大手食品メーカーを始めとする多数のＯＥＭ先から支持を得
たことにより、売上を伸ばすことが出来ました。その結果、売上高は 2,191 百万円（前年同期比 29.7％
増）となりました。 
 
・通信販売部門 
通信販売部門においては、新規顧客獲得に重点を置いた広告を積極的に行うとともに、お客様が望む
商品をいち早く開発提供できたこともあり、売上高は前年を上回ることができました。その結果、売上
高は 1,843 百万円（前年同期比 4.7％増）となりました。 
 
・卸部門 
卸部門においては、卸問屋を基点として、スーパーマーケット･ドラッグストアなどの継続的開拓を
行いましたが、健康食品に対する風評被害も重なって、売上高は 414 百万円（前年同期比 6.8％減）と
なりました。今後は、一層、お客様が安心してご購入できるよう、正しい情報提供に努めてまいります。
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・国際部門（旧 海外部門） 
国際部門においては、アジア地域、特にシンガポール、台湾を中心に積極的に営業展開を図り、現地
においてＡＦＣブランドが浸透し始めた結果、売上高は 180 百万円（前年同期比 29.8％増）と大幅に増
加しました。弊社の商品群が海外で好評を得ている理由として、商品開発から製造及び最終製品の出荷
に至ってまで、きめ細かい健康補助食品 GMP の基準によって商品が保証されていること、残留農薬によ
る汚染がないことなど、安全性に対する真摯な姿勢が評価されたものと考えております。 
以上の結果、当第 3 四半期までの業績は、連結売上高 4,662 百万円（前年同期比 14.9％増）、営業利
益 420 百万円（前年同期比 9.1％増）、経常利益 630 百万円（前年同期比 61.3％増）、四半期純利益 365
百万円（前年同期比 63.7％増）と増収、増益となりました。 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況                                  （金額は百万円未満を切捨て） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 
１株当たり 

純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

19 年８月期第３四半期 8,875 4,800 54.1 4,056   58 

18 年８月期第３四半期 9,148 4,623 50.5 3,866   99 

(参考)18 年８月期 8,357 4,736 56.7 3,946   48 

   

 

【連結キャッシュ・フローの状況】                （金額は百万円未満を切捨て） 

 
営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等

物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

19 年８月期第３四半期 357 △304 10 1,478 

18 年８月期第３四半期 377 △2,540 1,771 1,449 

(参考)18 年８月期 355 △1,746 964 1,415 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 財政状態の状況 

（資産の状況） 

 当第３四半期末における流動資産合計は、前連結会計年度末に比べ 595 百万円増加し 3,625 百万円
となりました。この増加要因は主として、資金運用等でその他流動資産が 264 百万円増加したことに
加え、受取手形及び売掛金 186 百万円、たな卸資産 161 百万円が増加したことによるものであります。 
当第３四半期末における固定資産合計は、前連結会計年度末に比べ 76 百万円減少し 5,250 百万円と
なりました。この減少要因は主として、減価償却により建物及び構築物が 51 百万円減少したことに加
え、投資有価証券が 46 百万円減少したことによるものであります。 
 
（負債の状況） 
当第３四半期末における流動負債合計は、前連結会計年度末に比べ 663 百万円増加し 1,773 百万円
となりました。この増加要因は主として、短期借入金が 500 百万円増加したことによるものでありま
す。 
当第３四半期末における固定負債合計は、前連結会計年度末に比べ 208 百万円減少し 2,302 百万円
となりました。この減少要因は主として、社債を償還したことによるものであります。 

 

（純資産の状況） 

当第３四半期末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 63 百万円増加し 4,800 百万円とな
りました。この増加要因は主として、自己株式の取得により 200 百万円減少した反面、第３四半期純
利益の計上等により、利益剰余金が 245 百万円増加したことによるものであります。 
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 キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ
63 百万円増加し 1,478 百万円となりました。 
 
（営業活動におけるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果得られた資金は 357 百万円（前年同期比 20 百万円の収入減）となりました。これは
主として、売上債権の増加額 186 百万円、法人税等の支払額 184 百万円、たな卸資産の増加額 161 百
万円等により資金が減少した反面、税金等調整前四半期純利益が前年同期に比べ 232 百万円の増益と
なったことに加え、利息及び配当金の受取額 89 百万円等により、資金が増加したことによるものであ
ります。 
 
（投資活動におけるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用された資金は 304 百万円(前年同期比 2,236 百万円の支出減)となりました。こ
れは主として、投資有価証券の売却による収入 1,319 百万円等により資金が増加した反面、投資有価
証券の取得による支出 1,393 百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出 181 百万円等により、
資金が減少したことによるものであります。 
 
（財務活動におけるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果得られた資金は 10 百万円（前年同期比 1,760 百万円の収入減）となりました。これ
は主として、自己株式の取得による支出 202 百万円、社債の償還による支出 202 百万円等により資金
が減少した反面、短期借入金の純増加額 500 百万円等により、資金が増加したことによるものであり
ます。 
 
[参  考] 
 
平成 19 年８月期の連結業績予想（平成 18 年９月１日～平成 19 年８月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通     期 7,000 700 400 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）338 円 04 銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
平成 19 年 8月期の通期業績予想につきましては、本日発表いたしました「平成 19 年 8 月期通期（連
結）業績予想の修正について」のとおりであり、第３四半期のトレンド及び最近の動向を踏まえ、通期
（連結）業績予想を上方修正いたしました。 

 
※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際
の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 



（単位：千円）
当第３四半期末 前連結会計年度末 前第３四半期末

科目 (平成19年５月31日） (平成18年８月31日） (平成18年５月31日）

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額
(資  産  の  部) ％

  Ⅰ 流  動  資  産
1 1,580,986 1,512,625 68,361 4.5 1,531,304
2 897,443 711,109 186,334 26.2 738,680
3 805,583 643,956 161,626 25.1 626,075
4 106,275 117,620 △11,345 △9.7 105,895
5 331,033 67,003 264,029 394.1 61,405

△95,754 △22,096 △73,657 333.3 △37,097
流動資産合計 3,625,568 3,030,218 595,349 19.7 3,026,264

  Ⅱ 固  定  資  産
1 有形固定資産
建 物 及 び 構 築 物 1,454,889 1,506,508 △51,618 △3.4 1,532,136
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 671,409 647,425 23,984 3.7 673,930
土 地 1,602,601 1,602,601 － － 1,602,601
建 設 仮 勘 定 66,000 21,000 45,000 214.3 －
そ の 他 44,410 45,647 △1,236 △2.7 47,669
有形固定資産合計 3,839,311 3,823,182 16,128 0.4 3,856,338
2 無形固定資産 51,264 50,193 1,071 2.1 52,658
3 投資その他の資産
投 資 有 価 証 券 1,208,126 1,254,996 △46,869 △3.7 2,004,266
そ の 他 177,695 222,552 △44,856 △20.2 201,574
貸 倒 引 当 金 △26,191 △24,073 △2,118 8.8 △4,087
投資その他の資産合計  1,359,631 1,453,475 △93,844 △6.5 2,201,753
固定資産合計 5,250,207 5,326,851 △76,644 △1.4 6,110,749

  Ⅲ 繰　延  資  産 － － － － 11,957
資産合計 8,875,775 8,357,070 518,705 6.2 9,148,971
(負  債  の  部)

  Ⅰ 流  動  負  債
1 730,785 654,512 76,273 11.7 757,955
2 500,000 － 500,000 － －
3 － － － － 532,233
4 122,760 92,565 30,195 32.6 42,583
5 100,688 63,326 37,362 59.0 101,879
6 － 4,500 △4,500 △100.0 －
7 46,000 48,000 △2,000 △4.2 57,000
8 272,983 246,667 26,316 10.7 255,710
流動負債合計 1,773,217 1,109,570 663,647 59.8 1,747,361

  Ⅱ 固  定  負  債
1 2,006,666 2,208,541 △201,875 △9.1 2,200,000
2 － － － － 270,121
3 47,934 41,955 5,979 14.3 40,842
4 238,370 228,420 9,949 4.4 226,412
5 － － － － 8,590
6 8,026 8,449 △422 △5.0 －
7 1,504 23,416 △21,911 △93.6 31,742
固定負債合計 2,302,503 2,510,782 △208,279 △8.3 2,777,708
負債合計 4,075,720 3,620,353 455,367 12.6 4,525,069

役 員 賞 与 引 当 金

負 の の れ ん

（要約）四半期連結貸借対照表

増　減

現 金 及 び 預 金

貸 倒 引 当 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金
た な 卸 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他

支 払 手 形 及 び 買 掛 金

(5)

(1)
(2)
(3)
(4)

(1)
(2)

短 期 借 入 金
一年以内返済予定長期借入金

未 払 法 人 税 等
賞 与 引 当 金

ポ イ ン ト 費 用 引 当 金
そ の 他

社 債
長 期 借 入 金
退 職 給 付 引 当 金
役 員 退 任 慰 労 引 当 金
連 結 調 整 勘 定

そ の 他
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（単位：千円）
当第３四半期末 前連結会計年度末 前第３四半期末

科目 (平成19年５月31日） (平成18年８月31日） (平成18年５月31日）

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額
(純 資 産 の 部)

  Ⅰ 株　主　資　本
1 1,399,075 1,389,606 9,469 0.7 1,385,587
2 1,476,261 1,466,792 9,469 0.7 1,462,772
3 2,094,113 1,848,799 245,314 13.3 1,784,594
4 △200,810 △217 △200,593 92,226.8 △217
株主資本合計 4,768,640 4,704,980 63,659 1.4 4,632,736

  Ⅱ 評価・換算差額等
31,414 31,735 △321 △1.0 △8,834

評価・換算差額等合計 31,414 31,735 △321 △1.0 △8,834
純資産合計 4,800,054 4,736,716 63,337 1.3 4,623,901
負債純資産合計 8,875,775 8,357,070 518,705 6.2 9,148,971

増　減

自 己 株 式

その他有価証券評価差額金

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
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（単位：千円）
当 第 ３ 四 半 期 前 第 ３ 四 半 期 前連結会計年度

 (自 平成18年９月１日  (自 平成17年９月１日  (自 平成17年９月１日

  至 平成19年５月31日)   至 平成18年５月31日)   至 平成18年８月31日)

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額

％

Ⅰ 売　　　 上 　　　高 4,662,564 4,059,592 602,971 14.9 5,459,690

Ⅱ 売　　上　　原　　価 2,422,878 2,085,137 337,740 16.2 2,811,614

売　 上 　総 　利 　益 2,239,685 1,974,454 265,230 13.4 2,648,075

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,819,581 1,589,246 230,335 14.5 2,165,591

営     業     利    益 420,104 385,208 34,895 9.1 482,484

Ⅳ 営   業   外　収　益 228,084 33,774 194,310 575.3 55,796

Ⅴ 営   業   外  費  用 17,572 28,105 △10,533 △37.5 54,389

経     常     利    益 630,616 390,877 239,738 61.3 483,891

Ⅵ 特    別    利　　益 － 12,144 △12,144 － 12,144

Ⅶ 特    別    損    失 3,712 8,864 △5,151 △58.1 11,671

税 金 等 調 整 前 第 ３
四半期（当期）純利益

法 人 税 等 261,731 171,013 90,717 53.0 197,015

第３四半期(当期)純利益 365,172 223,144 142,027 63.6 287,349

科　　　　　目

(要約)四半期連結損益計算書

増　減

232,745 59.0626,904 394,158 484,364
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（単位：千円）

当第３四半期 前第３四半期 前連結会計年度

  (自 平成18年９月１日   (自 平成17年９月１日   (自 平成17年９月１日

   至 平成19年５月31日)    至 平成18年５月31日)    至 平成18年８月31日)

金　　　額 金　　　額 金　　　額

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー

1 税金等調整前第３四半期（当期)純利益 626,904 394,158 484,364
2 減価償却費 172,253 173,332 235,071
3 連結調整勘定償却額 － 342 －
4 のれん償却額 342 － 457
5 賞与引当金の増加額（△は減少額） 37,362 17,315 △21,238
6 役員賞与引当金の増加額（△は減少額） △4,500 － 4,500
7 退職給付引当金の増加額（△は減少額） 5,979 7,559 8,672
8 貸倒引当金の増加額(△は減少額) 75,775 5,111 10,096
9 役員退任慰労引当金の増加額（△は減少額） 9,949 13,605 15,613
10 受取利息及び受取配当金 △89,580 △2,136 △18,403
11 支払利息 1,887 19,494 32,818
12 匿名組合投資利益 △23,879 △18,110 △18,110
13 ポイント費用引当金の増加額（△は減少額） △2,000 7,000 △2,000
14 投資有価証券売却益 △79,150 △1,060 △5,402
15 固定資産除却損 35 3,321 3,343
16 固定資産売却損 － 62 62
17 社債発行費 － － 15,942
18 社債発行費償却 － 3,985 －
19 株式分割費用 － 4,624 4,624
20 売上債権の減少額（△は増加額） △186,334 55,803 83,374
21 たな卸資産の減少額（△は増加額） △161,626 151,958 134,077
22 仕入債務の増加額（△は減少額） 76,273 △39,153 △142,596
23 未払消費税等の増加額（△は減少額） △45,612 56,277 68,438
24 役員賞与の支払額 － △7,650 △7,650
25 その他 41,615 13,011 △44,569

小計 455,694 858,854 841,489
26 利息及び配当金の受取額 89,508 2,138 18,396
27 利息の支払額 △3,239 △19,460 △34,277
28 法人税等の支払額 △184,943 △463,926 △469,786
　　 営業活動によるキャッシュ・フロー 357,019 377,606 355,821
Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー

1 定期預金の預入による支出 △89,000 △82,000 △97,000
2 定期預金の払戻による収入 84,000 54,000 54,000
3 有形及び無形固定資産の取得による支出 △181,622 △523,748 △550,606
4 有形及び無形固定資産の売却による収入 － 295 295
5 投資有価証券の取得による支出 △1,393,808 △2,025,599 △2,047,035
6 投資有価証券の売却による収入 1,319,295 36,171 818,262
7 投資有価証券の払戻による収入 － － 59,707
8 貸付による支出 △80,000 － －
9 出資金の払戻による収入 36,766 － 16,326
　　 投資活動によるキャッシュ・フロー △304,369 △2,540,881 △1,746,051
Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー

1 短期借入金の純増加額（△は純減少額） 500,000 － －
2 長期借入金の返済による支出 － △95,733 △898,087
3 社債の発行による収入 － 1,994,057 1,994,057
4 社債の償還による支出 △202,344 － －
5 株式の発行による収入 18,938 3,200 11,239
6 株式の分割による支出 － △4,624 △4,624
7 自己株式の取得による支出 △202,582 － －
8 配当金の支払額 △103,301 △125,386 △137,797
　　 財務活動によるキャッシュ・フロー 10,710 1,771,512 964,787
Ⅳ現金及び現金同等物の増加額（△は減少額） 63,361 △391,761 △425,441
Ⅴ現金及び現金同等物の期首残高 1,415,625 1,841,066 1,841,066
Ⅵ新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － － －
Ⅶ現金及び現金同等物の期末残高 1,478,986 1,449,304 1,415,625

区分
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